
　７月１８日から旭川市で開催された 「スタルヒン杯争奪全道
大会」 に新冠野球スポーツ少年団が出場しました。

　　６年生の卒団後は、 団員数を維持することが難しく、 隣町

のチームとの合併が予定されているため、 「新冠」 のチーム名

では最後の全道大会になるかもしれません。

　　結果は、 惜しくも１回戦で敗退しましたが、 先輩たちが築い

た歴史を背負って堂々と戦い、 「気合い」 の入ったプレーで好

勝負を繰り広げました。
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議
案
第
27
号

　

辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
策
定

議
案
第
28
号

　

新
冠
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例

議
案
第
29
号

　

新
冠
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

　

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
30
号

　

新
冠
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

　

特
定
地
域
型
保
育
事
業
並
び
に
特
定

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設
等
の
運

　

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
31
号

　

新
冠
町
有
償
旅
客
自
動
車
運
送
事
業

　

の
実
施
及
び
運
営
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
32
号

　

令
和
８
年
度
新
冠
町
一
般
会
計
補
正

　

予
算

議
案
第
33
号

　

令
和
８
年
度
新
冠
町
介
護
サ
ー
ビ
ス

　

特
別
会
計
事
業
勘
定
補
正
予
算

発
委
第
１
号

　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実
現
に
資

　

す
る
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
施
策

　

の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

発
議
第
２
号

　

道
教
委
「
こ
れ
か
ら
の
高
校
づ
く
り

　

に
関
す
る
指
針
」（
改
訂
版
）
を
見
直

　

し
す
べ
て
の
子
ど
も
に
ゆ
た
か
な
学

　

び
を
保
障
す
る
高
校
教
育
を
求
め
る

　

意
見
書

発
議
第
３
号

　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
・

　

負
担
率
１
／
２
へ
の
復
元
な
ど
教
育

　

予
算
拡
充
と
ゆ
た
か
な
学
び
を
求
め

　

る
意
見
書

会
議
案
第
４
号
～
５
号

　

閉
会
中
の
継
続
調
査
に
つ
い
て
（
総

　

務
産
業
・
社
会
文
教
・
議
会
広
報
常

　

任
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会
）

議
案
第
34
号

　

令
和
８
年
度
新
冠
町
一
般
会
計
補
正

　

予
算

※
す
べ
て
の
付
議
事
件
に
つ
い
て
、
全

　

員
賛
成
で
原
案
承
認
・
可
決

●
第
２
回
定
例
会
の
付
議
事
件
●

　
※
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
。

　

令
和
８
年
第
２
回
定

例
会
は
、
６
月
16
日
に

招
集
さ
れ
、
19
日
ま
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

初
日
16
日
は
、
町
長

と
教
育
長
の
行
政
報

告
、
人
事
案
件
13
件
の

同
意
、
報
告
案
件
４
件

の
受
理
、
専
決
処
分
４

件
の
承
認
、
辺
地
に
係

る
総
合
整
備
計
画
の
策

定
及
び
４
件
の
条
例
改

正
を
可
決
後
、
令
和
８

年
度
新
冠
町
一
般
会
計

他
１
会
計
補
正
予
算
の

提
案
説
明
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

２
日
目
の
19
日
は
、

７
件
の
一
般
質
問
の

後
、
令
和
８
年
度
一
般

会
計
他
１
会
計
補
正
予

算
な
ど
の
採
決
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
発
委
（
委
員

会
提
案
）
に
よ
る
意
見

書
１
件
と
、
発
議
（
議

員
提
案
）
に
よ
る
意
見

書
２
件
を
採
択
し
、
関

係
機
関
へ
提
出
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

同
意
第
２
号
～
第
12
号

　

新
冠
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

同
意
第
13
号

　

新
冠
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

諮
問
第
１
号

　

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見

　

を
求
め
る
こ
と

報
告
第
２
号

　

例
月
出
納
検
査
の
結
果
報
告

報
告
第
３
号

　

有
限
会
社
に
い
か
っ
ぷ
ホ
ロ
シ
リ
乗

　

馬
ク
ラ
ブ
の
経
営
状
況
の
報
告

報
告
第
４
号

　

放
棄
し
た
債
権
の
報
告

報
告
第
５
号

　

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
（
令
和
７

　

年
度
新
冠
町
一
般
会
計
繰
越
明
許
費

　

繰
越
計
算
書
）

承
認
第
２
号

　

専
決
処
分
（
新
冠
町
税
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例
）

承
認
第
３
号

　

専
決
処
分
（
新
冠
町
国
民
健
康
保
険

　

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

承
認
第
４
号

　

専
決
処
分
（
令
和
７
年
度
新
冠
町
一

　

般
会
計
補
正
予
算
）

承
認
第
５
号

　

専
決
処
分
（
令
和
７
年
度
新
冠
町
国

　

民
健
康
保
険
特
別
会
計
事
業
勘
定
補

　

正
予
算
）

議会動画

YouTubeで配信中



3　議会だより

一 般 質 問一 般 質 問
～町政のここが聞きたい～～町政のここが聞きたい～

【一般質問とは、議員が町の施策の状況や方針などについて、報告、説明を求めたり質問することです。】

第２回定例会での一般質問を、質問と答弁内容を要約してお知らせします。

詳しく知りたい方は、町ホームページ、議会事務局およびレ・コード館図書プラザで閲覧できます。

近
年
、
過
疎
化
が
進
む
地
方
の

福
祉
施
設
は
様
々
な
問
題
を
抱

え
て
い
る
。

 

保
育
施
設
は
定
員
割
れ
を
起
こ
し
て

い
る
一
方
で
、
共
働
き
世
帯
の
増
加
に

よ
り
、
放
課
後
に
子
ど
も
を
預
か
っ
て

く
れ
る
施
設
は
年
々
足
り
な
く
な
っ
て

い
る
。

 

ま
た
高
齢
者
介
護
施
設
は
、
人
材
の

確
保
が
出
来
ず
、
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
な
い
た
め
、
利
用
者
を
制
限

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
が
み
ら
れ

る
。

 

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
施
設
が
老
朽
化

し
て
い
て
も
、
財
政
難
に
よ
り
更
新
で

き
な
い
状
況
も
生
じ
て
い
る
。
福
祉
施

設
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
密
接
に
関
係

す
る
大
切
な
も
の
。

 

こ
れ
ら
の
施
設
が
適
正
に
活
用
さ
れ

て
い
る
の
か
、
当
町
に
お
け
る
①
認
定

こ
ど
も
園
ド
・
レ
・
ミ
、
②
児
童
館
、

③
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
恵
寿
荘
に
つ

い
て
、
福
祉
施
設
の
現
状
と
今
後
の
在

り
方
を
伺
う
。

①
認
定
こ
ど
も
園
は
、
少
子

化
の
影
響
に
よ
り
、
定
員

１
６
５
名
に
対
し
、
利
用
人
数
は
86

名
。
利
用
形
態
は
、
保
育
利
用
が
93
％

と
、
保
育
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
。

個
別
対
応
を
要
す
る
ケ
ー
ス
も
増
加
傾

向
に
あ
り
、
職
員
配
置
を
工
夫
し
て
い

る
。
施
設
は
開
設
か
ら
16
年
が
経
過

し
、
老
朽
化
が
進
行
。
各
種
設
備
等
の

改
修
、
更
新
は
、
調
査
の
上
、
計
画
的

に
進
め
る
。

②
児
童
館
ク
ラ
ブ
の
定
員
は
設
け
て
い

な
い
が
、
利
用
人
数
に
応
じ
て
、
分
散

し
て
安
全
性
を
確
保
し
て
い
る
。
職
員

体
制
は
、
国
が
定
め
る
配
置
基
準
を
満

た
し
て
い
る
。
施
設
に
つ
い
て
は
、
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
町
立
学
校

の
構
想
計
画
の
中
で
の
協
議
を
考
え
て

い
る
。

③
恵
寿
荘
に
つ
い
て
は
、
定
員
50
名

で
、
現
在
は
満
床
と
な
っ
て
い
る
。
将

来
の
人
材
確
保
の
困
難
さ
を
見
据
え
、

職
員
の
待
遇
改
善
、
職
場
環
境
の
整
備

に
注
力
し
て
い
る
。
施
設
は
、
日
高
徳

洲
会
病
院
と
の
連
携
を
前
提
と
し
、
隣

接
地
へ
の
移
転
改
築
を
進
め
る
。

当
町
の
人
口
推
移
を
見
る
と
、

10
年
後
は
子
ど
も
の
数
が
現
在

よ
り
半
減
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
高
齢
者
も
令
和
２
年
を
境

に
緩
や
か
に
減
少
し
て
い
く
と
さ
れ
て

い
る
。

　
今
後
、
福
祉
施
設
の
運
営
は
ま
す
ま

す
厳
し
さ
を
増
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ

る
。

　
他
の
自
治
体
を
見
る
と
、
保
育
施
設

と
高
齢
者
介
護
施
設
を
複
合
化
し
た

り
、
教
育
施
設
と
保
育
施
設
を
併
用
す

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
当
町
は
高
齢
者
福

祉
施
設
や
小
中
学
校
の
建
設
と
い
っ
た

現状と今後について現状と今後について

全体的に老朽化が進んでいるが、全体的に老朽化が進んでいるが、

                  個別に対応する                  個別に対応する

中な
か
や
ま山

　
千ち

づ

こ

鶴
子 

議
員

福祉施設

問問

答答

町
長

問

問
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第２回定例会一般質問

間
賃
貸
共
同
住
宅
等
建
設
促
進
事
業
補

助
制
度
（
※
１
）」
や
「
住
宅
取
得
奨

励
金
制
度
（
※
２
）」
な
ど
、
新
築
住

宅
の
建
設
等
に
対
す
る
支
援
制
度
を
創

設
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
に
加
え
、
結
婚
新
生

活
支
援
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
課
題
は
あ
る
も
の
の
、
人
口
減
少

対
策
あ
る
い
は
定
住
促
進
施
策
の
観
点

か
ら
一
定
の
効
果
が
期
待
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。
町
の
財
政
負
担
や
他
の
自

治
体
の
取
り
組
み
状
況
な
ど
内
容
を
精

査
し
た
上
で
、
制
度
導
入
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

　

財
政
難
で
は
あ
る
が
、
ま
ち
づ
く
り

の
中
で
重
点
的
に
財
政
投
下
が
必
要
な

分
野
に
つ
い
て
は
、
し
っ
か
り
と
事
業

推
進
を
図
っ
て
い
く
。

※
１ 

民
間
賃
貸
共
同
住
宅
等
建
設
促
進
事
業

　
　 

補
助
制
度
と
は

　
　
移
住
・
定
住
人
口
の
確
保
等
を
目
的
に
、
新

　
　
た
に
賃
貸
住
宅
を
建
設
す
る
者
に
対
し
、
建

　
　
設
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
。
施
工
業

　
　
者
が
町
内
事
業
者
の
場
合
、
１
２
０
０
万
円

　
　
を
上
限
に
補
助
。

※
２ 

住
宅
取
得
奨
励
金
制
度
と
は

　
　
町
内
に
住
宅
を
取
得
し
、
居
住
す
る
場
合

　
　
に
奨
励
金
を
交
付
す
る
も
の
。

　
　
・
中
古
住
宅
取
得
の
場
合
、
25
万
円

　
　
・
住
宅
新
築
の
場
合
、
最
大
２
０
０
万
円

問町
長

当町でも導入すべき当町でも導入すべき

前向きに検討する前向きに検討する

結婚新生活支援事業

武む

と

う藤
　
勝か

つ
く
に圀 

議
員

問問

答答

現
在
、
結
婚
さ
れ
た
夫
婦
に
対

し
て
は
、
新
冠
温
泉
の
ペ
ア
フ

ル
コ
ー
ス
の
食
事
券
と
入
浴
券
を
贈
呈

し
て
い
る
。

　
平
成
28
年
か
ら
国
の
交
付
金
を
活
用

し
、
道
と
市
町
村
に
よ
る
少
子
化
対
策

と
し
て
「
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
」
が

ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
こ
の
制
度
は
、

一
定
の
条
件
を
満
た
す
新
婚
世
帯
を
対

象
に
、
結
婚
に
伴
う
新
生
活
の
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
に
か
か
る
費
用
（
新
居
の
購

入
費
、
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
、
家
賃
、
引
っ

越
し
費
用
等
）
を
支
援
す
る
も
の
。

　
現
在
、
道
内
の
66
市
町
村
で
取
り
組

ま
れ
て
お
り
、
管
内
で
も
３
町
が
取
り

組
ん
で
い
る
。
若
い
世
代
に
と
っ
て
住

宅
支
援
等
は
重
要
で
あ
り
、
当
町
で
も

こ
の
事
業
に
取
り
組
む
べ
き
と
思
う

が
。

若
い
世
代
が
安
心
し
て
結
婚

を
し
、
町
内
に
定
住
で
き
る

環
境
づ
く
り
は
重
要
な
ま
ち
づ
く
り

施
策
の
一
つ
と
し
て
捉
え
、
こ
れ
ま
で

種
々
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。

　

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
は
、
所
得
制

限
が
あ
る
た
め
対
象
世
帯
が
限
定
さ
れ

る
こ
と
、
ま
た
、
事
業
効
果
も
見
え
に

く
い
こ
と
か
ら
、
実
施
判
断
に
は
至
っ

て
い
な
い
。

　

一
方
、
当
町
は
若
者
が
結
婚
し
、
生

活
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
住
居
が
不
足

し
て
い
る
実
態
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
民

大
規
模
な
工
事
を
、
今
後
数
年
間
で
予

定
し
て
い
る
が
、
複
合
や
併
用
を
視
野

に
入
れ
た
計
画
は
、
な
さ
れ
て
い
る
の

か
。

子
ど
も
の
施
設
と
高
齢
者
の

施
設
の
複
合
に
つ
い
て
は
、

こ
ど
も
園
は
東
町
に
立
地
し
て
お
り
、

恵
寿
荘
は
西
泊
津
に
と
い
う
計
画
が
進

ん
で
い
る
。
こ
の
分
に
つ
い
て
は
、
計

画
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
子

ど
も
の
施
設
同
士
、
小
中
学
校
と
児
童

館
、
あ
る
い
は
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
も

加
え
て
、
効
率
的
、
効
果
的
な
施
設
運

営
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り

議
論
を
し
て
将
来
を
見
据
え
た
計
画
に

し
て
い
く
。

町
長

開設から１６年が経過した認定こども園ド・レ・ミ
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ナチュラルビズのナチュラルビズの
　　　　　　　導入を　　　　　　　導入を

秋からの開始に向けて準備中秋からの開始に向けて準備中

職場環境改善

問問

答答

る
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
年
間
を
通
じ
て
省
エ

ネ
や
節
電
を
強
く
意
識
し
た
、
働
き
や

す
い
格
好
で
業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
気
温
や
体
調
に
応
じ
て
、
冷

暖
房
に
頼
ら
ず
身
に
着
け
る
も
の
を
選

択
す
る
こ
と
で
仕
事
の
効
率
も
上
が

り
、
職
場
環
境
の
改
善
に
も
つ
な
が
る

と
思
う
。

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
施
策
実
現

に
資
す
る
点
か
ら
も
、
通
年
で
の
軽
装

執
務
の
導
入
を
す
べ
き
と
思
う
が
、
見

解
を
伺
う
。当

町
で
は
、
職
員
の
健
康
の

保
持
と
事
務
能
率
の
向
上
を

目
的
に
、
６
月
か
ら
10
月
ま
で
ク
ー
ル

ビ
ズ
を
実
施
し
て
い
る
。
議
員
か
ら
提

案
の
通
年
で
の
軽
装
執
務
、
い
わ
ゆ
る

ナ
チ
ュ
ラ
ル
ビ
ズ
へ
の
移
行
に
つ
い
て

は
、
時
代
の
潮
流
、
当
町
が
目
指
す
べ

き
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
有
意
義

な
取
り
組
み
と
受
け
止
め
て
い
る
。
快

適
な
職
場
環
境
が
職
員
の
ス
ト
レ
ス
を

軽
減
し
、
事
務
効
率
の
向
上
に
つ
な
が

る
こ
と
は
、
丁
寧
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

も
つ
な
が
る
と
感
じ
て
い
る
。

　

道
内
自
治
体
の
先
進
事
例
を
参
考
に

し
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ビ
ズ
へ
の
移
行
に
向

け
、
具
体
的
な
検
討
に
着
手
し
て
い

る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
を
進
め
、

本
年
秋
か
ら
の
運
用
開
始
に
向
け
て
準

備
を
整
え
る

問

武
藤
議
員

当
町
も
近
年
の
気
候
変
動
に
合

わ
せ
る
形
で
ク
ー
ル
ビ
ズ
期
間

を
延
長
す
る
な
ど
柔
軟
に
対
応
し
て
い

る
が
、
最
近
で
は
多
く
の
自
治
体
が
こ

の
取
り
組
み
を
発
展
さ
せ
、
個
別
の
期

間
を
設
定
せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
主
体
的

に
季
節
に
応
じ
た
服
装
を
判
断
す
る

「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ビ
ズ
」
ヘ
移
行
し
て
い

問

町
長

生産と消費の拡大を生産と消費の拡大を

産業団体や生産団体と産業団体や生産団体と
　　　　　　　連携していく　　　　　　　連携していく

海か
い
ば
ざ
わ

馬
澤
　
真ま

き

こ

紀
子 

議
員

にいかっぷピーマン

問問

答答

町
長

当
町
の
ピ
ー
マ
ン
生
産
額
は
、

長
年
全
道
一
を
誇
り
、
ピ
ー
マ

ン
み
そ
や
売
上
好
調
な
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
、
話
題
の
ど
ら
焼
き
な
ど
商
品
開
発

も
盛
ん
で
あ
る
。
収
穫
体
験
や
料
理
試

食
な
ど
、
農
家
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
も
行
わ
れ

て
お
り
、
17
年
前
に
は
料
理
コ
ン
テ
ス

ト
も
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
応
募
が

あ
っ
た
。

　
現
状
、
生
産
及
び
消
費
は
安
定
し
て

い
る
が
、
生
産
者
の
高
齢
化
を
懸
念
し

て
い
る
農
家
も
い
る
。
今
一
度
、
消
費

拡
大
と
に
い
か
っ
ぷ
ピ
ー
マ
ン
の
知
名

度
向
上
を
図
り
、
産
地
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
も
、
町
・
農
協
・
生
産
者
が

一
丸
と
な
っ
た
Ｐ
Ｒ
、
イ
ベ
ン
ト
等
の

実
施
が
必
要
と
考
え
、
次
の
２
点
を
伺

う
。

①
ピ
ー
マ
ン
農
家
の
減
少
は
、
産
地
維

持
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
。
新
規
就

農
者
の
確
保
な
ど
、
産
地
維
持
に
向
け

た
取
り
組
み
は
。

②
ピ
ー
マ
ン
み
そ
等
の
商
品
化
が
進
む

中
、
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
の
再
開
催
や
食

育
活
動
な
ど
、
町
内
外
へ
向
け
た
取
り

組
み
の
考
え
は
。

①
当
町
で
は
、
ピ
ー
マ
ン
に

限
ら
ず
、
農
業
の
担
い
手
対

策
と
し
て
「
農
業
支
援
員
制
度
」
を
設

け
、
こ
れ
ま
で
に
８
名
が
新
規
就
農

し
、
ピ
ー
マ
ン
を
生
産
し
て
い
る
が
、

近
年
は
、
農
業
支
援
員
の
採
用
に
結
び
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問

駐車場の改善を駐車場の改善を

協議は継続、財源確保と協議は継続、財源確保と
　　全体構想の中で検討する　　全体構想の中で検討する

道の駅

酒さ

か

い井
　
益ま

す
ゆ
き幸 

議
員

問問

答答

日
高
自
動
車
道
新
冠
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
開
通
後
に
お
け
る
道

の
駅
ゾ
ー
ン
は
、
人
の
往
来
が
増
加
し

て
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。
ま
た
、
町

民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
買
い
物
の
場
と

し
て
店
舗
が
軒
を
連
ね
、
文
化
・
教
育

の
拠
点
で
あ
る
レ
・
コ
ー
ド
館
を
有
し

て
い
る
。

　
道
の
駅
ゾ
ー
ン
は
、
町
の
象
徴
と
し

て
誇
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
週
末

や
連
休
に
お
い
て
賑
わ
い
を
見
せ
る
一

方
で
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
混
雑
し
、

駐
車
し
づ
ら
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

対
策
を
望
む
声
が
あ
る
こ
と
は
町
と
共

有
し
て
い
る
。
現
時
点
で
の
対
策
や
協

議
内
容
を
伺
う
。

　
町
民
も
混
雑
回
避
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
方
が
い
る
。
結
果
と
し
て
目
的
地
を

変
更
し
、
近
隣
町
へ
の
移
動
に
拍
車
が

か
か
る
恐
れ
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

駐
車
場
の
改
良
を
す
べ
き
で
あ
る
。
議

論
を
加
速
し
、
協
議
検
討
し
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
が
。

　
鉄
路
用
地
を
含
む
町
有
地
の
有
効
活

用
を
図
る
た
め
、
道
の
駅
の
建
物
裏
を

新
た
に
駐
車
場
と
し
て
拡
張
し
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
重
要

と
考
え
、
通
行
し
や
す
く
な
る
よ
う
鉄

路
跡
地
を
町
道
認
定
し
、
利
便
性
を
高

め
る
よ
う
考
え
て
は
。

道
の
駅
駐
車
場
は
、
コ
ン
ビ

ニ
が
隣
接
す
る
な
ど
、
利
便

性
の
高
い
反
面
、
駐
車
場
の
出
入
り

が
し
づ
ら
く
、
円
形
で
あ
る
レ
・
コ
ー

ド
館
形
状
が
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
制
約
を

し
て
い
る
。
一
方
で
、
市
街
地
に
位
置

し
、
施
設
と
一
体
整
備
し
た
こ
と
に
起

因
し
て
、
利
便
性
の
裏
返
し
と
捉
え
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
の
対
策
は
、
民
間
事

業
者
に
よ
る
植
え
込
み
の
撤
去
、
繫
忙

期
の
警
備
員
の
配
置
、
ト
イ
レ
改
修
を

行
っ
て
い
る
。
具
体
的
な
事
業
化
の
判

断
に
至
っ
て
な
い
が
、
構
想
協
議
は
継

続
し
て
い
く
。

　

道
の
駅
ゾ
ー
ン
の
整
備
に
つ
い
て
、

日
高
自
動
車
道
新
冠
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
開
通
後
の
人
流
や
利
用
状
況
を
見
極

め
る
と
し
て
い
た
。
季
節
要
因
な
ど
の

検
証
は
で
き
て
お
ら
ず
、
明
確
な
方
向

性
を
示
す
に
は
、
よ
り
正
確
な
利
用
実

態
の
把
握
が
必
要
と
の
考
え
か
ら
、
開

通
効
果
を
持
続
さ
せ
る
取
り
組
み
や
、

財
源
確
保
に
向
け
た
協
議
を
進
め
て
い

る
。

　

新
た
に
駐
車
場
を
拡
張
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。
現
駐
車
場
の
効
果
的

な
活
用
協
議
を
優
先
し
て
検
討
す
る
。

町
道
認
定
に
つ
い
て
必
要
に
応
じ
て
検

討
し
て
い
く
が
、
具
体
的
な
考
え
は
持

ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

町
長

つ
か
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
今
後

は
、
離
農
農
家
の
紹
介
に
よ
る
居
抜
き

就
農
の
推
進
と
併
せ
て
、
農
業
支
援
員

の
募
集
要
件
の
見
直
し
や
、
農
場
で
の

お
試
し
体
験
な
ど
を
実
施
し
、
農
業
支

援
員
の
応
募
に
つ
な
げ
て
い
く
。

②
親
子
料
理
教
室
、
ふ
る
さ
と
給
食
事

業
、
農
業
体
験
事
業
な
ど
の
食
育
を
実

施
し
て
お
り
、
今
後
も
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
、
物
産
展
を
中
心
に
Ｐ
Ｒ
活
動

も
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
産
業
団
体
や

生
産
団
体
と
連
携
し
て
、
必
要
な
振
興

策
に
取
り
組
む
。

「にいかっぷピーマン」収穫の様子
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道
の
駅
裏
は
市
街
地
中
心
部
で

あ
り
、
手
つ
か
ず
の
ま
ま
放
置

さ
れ
る
こ
と
で
荒
廃
が
進
む
。
景
観
を

損
ね
る
だ
け
で
な
く
、
不
衛
生
な
問
題

や
ク
マ
の
通
り
道
に
な
り
得
る
。
鉄
路

を
撤
去
し
、整
地
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
正
面
駐
車
場
の
街
路
灯
に
つ
い
て
、

現
在
の
位
置
で
は
車
両
通
行
の
妨
げ
と

な
る
。
端
に
移
設
し
、
照
ら
す
よ
う
に

な
ら
な
い
か
。
ま
た
、見
通
し
の
悪
さ
、

駐
車
ス
ペ
ー
ス
狭
さ
か
ら
街
路
樹
や
遊

歩
道
の
必
要
性
を
ど
う
考
え
る
か
。

鉄
路
が
残
っ
て
い
る
町
有
地

の
管
理
に
つ
い
て
は
、
景
観

を
含
め
、
し
っ
か
り
と
考
え
て
い
く
。

鉄
路
撤
去
費
用
の
売
却
と
請
負
費
の
バ

ラ
ン
ス
を
試
算
中
で
あ
り
、
議
会
と
も

相
談
し
な
が
ら
管
理
し
た
い
。

　

道
の
駅
に
つ
い
て
は
、
改
善
を
加
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
提
案
が

あ
っ
た
も
の
全
体
、
道
の
駅
の
建
物
の

在
り
方
や
、
駐
車
場
の
持
ち
方
を
全
体

構
想
の
中
で
検
討
し
、
着
手
時
期
は
未

定
だ
が
、
計
画
を
進
め
て
い
き
た
い
。

過
去
に
道
の
駅
裏
の
土
地
を
調

査
し
、
町
民
の
関
心
事
に
な
っ

て
い
た
、
道
の
駅
改
築
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
か
。

町
長

前
町
長
の
１
期
目
だ
っ
た
と

思
う
が
、
建
て
替
え
の
検
討

の
中
で
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
し
た
経
過
が

あ
っ
た
が
、
道
の
駅
改
修
に
は
行
き
つ

か
な
か
っ
た
。

　

公
共
施
設
全
体
の
老
朽
化
が
進
ん
で

お
り
、
福
祉
・
保
健
・
医
療
を
優
先
し
、

全
体
計
画
の
中
で
検
討
を
加
え
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

町
長

問

マニュアル作成とマニュアル作成と
　　　開設ボックスの設置を　　　開設ボックスの設置を

内容を見直し、内容を見直し、
　　　１０月までに設置する　　　１０月までに設置する

伹た

だ

の野
　
裕ひ

ろ
ゆ
き之 

議
員

避難所開設

問問

答答

問

昨
年
７
月
と
12
月
、
今
年
４
月

に
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
、
町

は
避
難
指
示
を
発
令
し
た
。
一
次
避
難

所
で
あ
る
新
冠
小
学
校
で
は
、
担
当
町

職
員
と
と
も
に
自
治
会
役
員
が
避
難
所

開
設
に
当
た
っ
た
が
、
初
動
作
業
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
状
況
が
見

ら
れ
た
。

　
そ
の
要
因
と
し
て
、
１
点
目
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
な
く
避
難
所
運
営
の
基
本
的
手

順
と
留
意
点
が
周
知
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
。
２
点
目
、
避
難
所
開
設
に
必
要
な

資
機
材
を
収
納
し
た
開
設
ボ
ッ
ク
ス
が

な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
早
急
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
と
、
各

避
難
所
へ
開
設
ボ
ッ
ク
ス
の
配
置
を
求

め
る
。
次
の
３
点
を
伺
う
。

①
町
独
自
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
有
無
。
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
北
海
道
版
避
難
所
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
遵
守
す
べ
き
で
は
。

②
マ
ニ
ュ
ア
ル
運
用
に
あ
た
り
、
担
当

職
員
、
施
設
管
理
者
、
自
治
会
三
者
合

同
の
勉
強
会
が
必
要
な
の
で
は
。

③
避
難
所
開
設
ボ
ッ
ク
ス
は
各
避
難
所

に
必
要
な
も
の
。
速
や
か
に
配
置
す
べ

き
で
は
。

避
難
所
運
営
に
お
け
る
初
動

対
応
は
、
さ
ら
な
る
迅
速
化

と
効
率
化
を
図
る
べ
き
余
地
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

問町
長

新冠ＩＣ開通後、混雑が見られる道の駅駐車場



議会だより　8

第２回定例会一般質問

制度周知の対応は

現行を見直し、準備を進める現行を見直し、準備を進める

成年後見制度

問問

答答

町
長

　
現
行
制
度
で
は
、
例
え
ば
、
配
偶
者

の
遺
産
相
続
を
機
に
利
用
を
開
始
し
た

場
合
、
相
続
が
終
わ
っ
て
も
本
人
の
判

断
能
力
が
回
復
し
な
い
限
り
、
利
用
を

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
後
見
人
へ

の
報
酬
を
支
払
い
続
け
る
こ
と
に
な

る
。
事
実
上
の
「
終
身
制
」
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
利
用
へ
の
妨
げ
と
な
っ
て

い
る
。

　
改
正
案
で
は
、
制
度
の
利
便
性
を
計

り
、
特
定
の
案
件
ご
と
に
制
度
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
、
案
件
が
解
決
す
れ

ば
支
援
を
終
了
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
る
。

　
決
算
委
員
会
の
質
疑
で
は
、
こ
れ
ま

で
成
年
後
見
制
度
の
利
用
は
な
か
っ
た

が
、
問
い
合
わ
せ
は
あ
っ
た
と
の
説

明
。
町
内
に
は
、
認
知
症
や
軽
度
知
的

障
が
い
の
人
も
在
住
し
て
い
る
。
改
正

に
お
け
る
改
善
点
を
町
民
に
広
く
周
知

す
る
べ
き
と
考
え
る
。

こ
れ
ま
で
町
は
、
平
成
24
年

度
か
ら
26
年
度
に
か
け
、
地

域
の
実
情
に
合
っ
た
体
制
整
備
と
し

て
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
町
社

会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
法
人
後
見
の
実

施
、
低
所
得
者
に
対
す
る
申
立
て
費
用

と
後
見
報
酬
の
助
成
制
度
な
ど
、
権
利

擁
護
の
基
盤
整
備
を
し
て
き
た
。
現

在
、
毎
年
一
定
の
実
績
が
あ
り
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
通
し
、
逐
次
制

度
の
周
知
と
相
談
対
応
に
努
め
て
き

た
。

　

改
正
に
あ
た
り
、
施
行
は
成
立
か
ら

２
年
半
以
内
と
さ
れ
て
い
る
。
改
正
内

容
を
十
分
に
把
握
し
、
現
在
運
用
し
て

い
る
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
直
し
、
制

度
周
知
の
準
備
を
進
め
る
。

　

高
齢
者
が
自
身
の
意
思
を
早
期
か
ら

明
確
に
し
、
尊
厳
あ
る
暮
ら
し
を
継
続

で
き
る
よ
う
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

の
活
用
や
、
自
ら
の
意
思
を
家
族
や
関

係
者
と
共
有
し
合
う
人
生
会
議
な
ど
積

極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
、
相
談
支
援
体
制
の
充
実
に

努
め
て
い
く
。

①
当
町
で
は
北
海
道
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
基
に
独
自
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

整
備
。
現
行
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
ペ
ー
ジ

数
が
多
く
一
時
避
難
者
へ
対
応
す
る
に

は
課
題
が
あ
る
。
初
動
対
応
に
特
化
し

た
、
実
践
的
な
内
容
へ
見
直
す
。

②
避
難
所
開
設
運
営
に
は
、
三
者
の
緊

密
な
連
携
が
必
要
不
可
欠
。
合
同
勉
強

会
は
、
開
設
手
順
や
役
割
分
担
の
共
有

に
有
効
な
手
段
。
地
域
住
民
の
主
体
的

な
防
災
体
制
の
構
築
を
目
指
す
。

③
各
避
難
所
へ
の
準
備
を
進
め
て
い

る
。
ボ
ッ
ク
ス
は
キ
ャ
ス
タ
ー
付
き

で
、
受
付
名
簿
や
筆
記
用
具
、
案
内
掲

示
板
な
ど
開
設
に
必
要
な
資
機
材
を
収

納
。
10
月
予
定
の
防
災
避
難
訓
練
ま
で

に
設
置
し
、
訓
練
に
お
け
る
運
用
実

態
、
状
況
を
検
証
す
る
。

　

避
難
所
を
ス
ム
ー
ズ
に
開
設
、
運
用

で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
、
災
害
に

強
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

に
全
力
で
取
り
組
む
。

認
知
症
の
方
を
支
援
す
る
成
年

後
見
制
度
が
見
直
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
成
年
後
見
制
度
は
、
認
知

症
や
知
的
障
が
い
な
ど
で
、
判
断
能
力

が
不
十
分
な
人
の
権
利
や
財
産
を
守
る

た
め
、
家
庭
裁
判
所
が
選
任
し
た
法
定

後
見
人
が
本
人
の
代
わ
り
に
、
財
産
管

理
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
手
続
き
な
ど
を

行
う
も
の
。

問

開設ボックスのイメージ

成年後見制度をテーマにした「あんしん座談会」の様子

伹
野
議
員
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令
和
７
年
度
中
に
事
業
が
完
了
し
な

い
見
込
み
と
な
っ
た
予
算
を
、
令
和
８

年
度
に
繰
越
し
て
執
行
す
る
も
の
。

　

物
価
対
応
に
係
る
各
種
給
付
金
事
業

に
つ
い
て
、
令
和
８
年
度
に
繰
越
し
を

し
て
給
付
し
た
分
も
国
か
ら
交
付
金
が

交
付
さ
れ
る
の
か
。

　

給
付
実
績
に
基
づ
き
、
国
か
ら
交
付

さ
れ
る
。

【
補
正
概
要
】
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
９
９
３
万
２
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
62
億
４
６
９
３
万
２
千
円
と
し

た
。 第

２
回
定
例
会

第
２
回
定
例
会

　　        
      

審
議
内
容

審
議
内
容

繰
越
明
許
費

▼
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

竹
中
議
員

島
田
総
務
課
長

補
正
予
算

一
般
会
計

▼
商
工
業
振
興
助
成
（
地
域
経
済
循

　
環
創
造
事
業
）

　　

自
家
生
産
乳
を
活
用
し
、
新
た
に
乳

製
品
加
工
業
を
起
業
す
る
町
内
酪
農
家

１
戸
に
対
す
る
補
助
金
を
計
上
。

　
　
　
　
　
　
　
　

５
８
５
万
２
千
円

　

事
業
主
体
が
目
指
す
地
域
雇
用
の
創

出
と
ブ
ラ
ン
ド
化
は
ど
の
よ
う
な
計
画

か
。

　

通
年
で
１
人
、
繁
忙
期
に
１
～
２
人

の
雇
用
を
予
定
し
、
障
が
い
者
雇
用
に

も
取
り
組
む
計
画
。
ブ
ラ
ン
ド
化
は
自

家
生
産
の
生
乳
を
商
品
化
す
る
計
画

で
、
特
色
あ
る
商
品
の
開
発
を
期
待
し

て
い
る
。

　

町
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
、
連
携
し

て
い
く
の
か
。

　

事
業
の
継
続
に
向
け
、
相
談
や
協
力

を
し
て
い
く
。

　

大
規
模
災
害
に
備
え
、
新
冠
町
防
災

備
蓄
計
画
に
基
づ
き
、
食
料
、
飲
料
水

及
び
資
機
材
等
を
購
入
す
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
０
万
円

武
田
議
員

佐
渡
企
画
課
長

武
田
議
員

佐
渡
企
画
課
長

▼
災
害
対
策
費
（
防
災
備
蓄
品
購
入
）

　

備
蓄
品
や
資
機
材
は
ど
こ
に
配
置
す

る
の
か
。

　

一
旦
、
朝
日
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に

保
管
し
、
そ
の
後
、
各
避
難
所
へ
必
要

数
を
配
置
す
る
。

【
補
正
概
要
】
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

７
２
９
６
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

４
億
１
６
１
万
７
千
円
と
し
た
。

　

恵
寿
荘
の
改
築
基
本
構
想
に
基
づ

き
、
日
高
徳
洲
会
病
院
の
建
設
敷
地
エ

リ
ア
へ
移
転
改
築
を
進
め
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　

７
３
１
１
万
４
千
円

　

移
転
改
築
に
伴
う
開
発
設
計
等
の
費

用
に
つ
い
て
、
日
高
徳
洲
会
病
院
に
負

担
金
と
し
て
支
払
う
理
由
は
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
日
高
徳
洲

会
病
院
を
一
体
的
に
開
発
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
開
発
設
計
や
申
請
業
務
を

徳
洲
会
が
行
い
、
町
は
応
分
の
費
用
を

負
担
金
と
し
て
支
払
う
。

伹
野
議
員

島
田
総
務
課
長

介
護
サ
ー
ビ
ス
会
計

▼
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
事
業

酒
井
議
員

関
口
建
設
水
道
課
長

　   特別養護老人ホームは建設から４０年以

  上が経過し、 老朽化の進行や津波浸水区

  域に位置していることを踏まえ、 安心安全

  な施設運営を図るため、 日高徳洲会病院

  との医療連携も視野に入れ、 同病院の建

  設スケジュールに合わせる形で同病院の建

  設敷地エリアへ移転改築を進めるもの。

特別養護老人ホーム建設事業

病病　　院院

特特別別養養護護
老老人人ホホーームム

職員駐車場

患者駐車場

特　老
駐車場
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議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　

委　

員　

長　

酒　

井　

益　

幸

　
　

副
委
員
長　

海
馬
澤　

真
紀
子

　
　

委　
　

員　

長　

浜　

謙
太
郎

　
　

委　
　

員　

中　

山　

千
鶴
子

 
 
  

委　
　

員　

野　

中　

一　

生

　

発 

行 

責 

任 

者

　
　

議　
　

長　

氏　

家　

良　

美

　

当
町
の
ピ
ー
マ
ン
生
産
は
、
平
成
10
年

に
露
地
か
ら
ハ
ウ
ス
栽
培
に
移
行
し
、
生

産
者
数
26
戸
、
売
上
高
１
億
６
千
万
円
で

あ
っ
た
。
令
和
２
年
「
に
い
か
っ
ぷ
ピ
ー
マ

ン
」
の
標
章
登
録
を
行
い
、
ブ
ラ
ン
ド
化

に
よ
っ
て
売
上
高
10
億
円
を
突
破
。
現
在

生
産
者
数
50
戸
、
売
上
高
14
億
円
台
で

推
移
、
生
産
量
道
内
１
位
を
誇
る
。

　

新
冠
Ｉ
Ｃ
開
通
後
、
道
の
駅
は
賑
わ
い

を
魅
せ
て
い
る
。
原
材
料
に
「
に
い
か
っ
ぷ

ピ
ー
マ
ン
」の
粉
末
を
使
用
し
た
「
ピ
ー
マ

ン
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
」
な
ど
の
売
れ
行
き

が
好
調
。一
時
的
に
ピ
ー
マ
ン
粉
末
が
不

足
す
る
ほ
ど
の
大
人
気
。

　

道
の
駅
に
対
す
る
町
民
の
評
価
に
は

「
親
戚
や
友
人
を
案
内
し
て
満
足
さ
せ
た

い
」
と
の
思
い
を
抱
い
て
い
る
。
更
に
満
足

度
が
上
が
る
よ
う
、
施
設
整
備
を
含
め
た

環
境
改
善
が
必
要
と
思
う
。

　
　

今
号
の
あ
と
が
き
担
当

         　
　
　
　
　

酒
井　

益
幸

あ
と
が
き

あ
と
が
き

ＴＴooppiiccss

　　私は、生まれてからずっとこの新冠町で育ちました。

もともと、人と関わることが好きだったこともあり、道

の駅物産館でアルバイトを始めたのがきっかけになっ

ています。お客様と接する中で接客の楽しさを実感し、

高校卒業後もこの職場で働き続けることを決めまし

た。

　新冠町は道内1位のピーマン生産量です。そこで、特

産「にいかっぷピーマン」を使用した「ピーマンソフトク

リーム」「ピーマンどら焼き」「ピーマンみそ」などが人気

商品となっており、この町ならではの商品を販売して

います。最初は驚かれるお客様も多いですが、実際、

手に取って召し上がっていただき「おいしいね」「また買

いに来たよ」と喜んでいただける瞬間はとても嬉しく、

この仕事をしていて良かったと感じます。

　「にいかっぷピーマン」生産量が道内1位であることを

まだまだ知らない方も多いと、接客をしている中で改

めて実感しています。そのため、これからも新冠町の魅

力を、より多くの方に伝えられるよう、笑顔と感謝を忘

れず接客を続けていきたいと思います。

議会の話題議会の話題議会の話題議会の話題
『こころ』 ～ 地元の魅力を伝える仕事 ～

～　議員研修会に参加　～

☆道の駅物産館　寺
て ら に し

西　絢
あ や ね

音　さん☆

　７月２日、北海道町村議会議長会が主催する『北

海道町村議会議員研修会』が札幌市で開催され、

当町からは議員１１名全員で参加しました。

　本研修会は、全道１４４町村の町村議員を対象

に、地方議会に関する識者などを招いて講演会

が行われるものです。

　今年は、テレビ・ラジオの報道番組などで活

躍するジャーナリストの須田慎一郎氏が講師とし

て登壇し、政治・経済の裏事情を交えた講演に

参加者は聞き入っていました。

　

須
す だ

田慎
しんいちろう

一郎氏 会場前での集合写真


